教育と なりまして、 知の 方 は 主で なく、 インス ピレ— 

じよ-つ しょ 

シ ヨンと もい うような 情緒の 教育で ありました。 な 

せいしんい つとう なにごと かなら ざらん 

ん でも 出来る と 思う、 精神 一到 何事 不成 というよう 

な 事 を、 事実と 思って いる。 意気 天を衝 く。 怒髪天 を 

へい じつげつ うんぬん ことば 

つく。 炳 として 日月 云々 という 如き、 こういう 詞を 

さかん ありさま 

古人 は 盛に 用いた。 感激 的と いうの はこん な 有様で 

情緒 的 教育で ありまし たから 一 般の 人の 生活 状態 も、 

ェモ— ショ ナルで 努力 主義で ありました。 そういう 教 

育 を 受ける 者 は、 前の ような 有様であります が 社会 は 

如何 かとい うと、 非常に 厳格で 少しの あやまち も 許さ 

ま うず 

ぬと いうよう になり、 少しく 申 訳がなければ 坊主と な 



しこうして 社会 もまた これ を 容れて 来たので あります _ 

いっぺん ほうむ 

昔 は 一 遍 社会から 葬られた 者 は、 容易に 恢復す る 事 

が 出来なかった が、 今日で は 人の 噂 も 七十 五日と いう 

ゆる 

如く 寛大と なった のであります。 社会の 制裁が 弛んだ 

という かも 知れません が 一 方から いいましたならば、 

事実に そういう 欠点の ぁリ 得る 事 を 二元的に 認めて、 

ひ つ きょう 

これに 寛容 的の 態度 を 示した のであります。 畢竟 無 

理が なくなり、 概念の 束縛が なくな リ、 事実が 現われ 

たのであります。 昔 スパルタの 教育に、 狐 を 隠して そ 

まら わた 

の 狐が 自分の 腸 をえ ぐり 出しても、 なお 黙って いた 

やせがまん 

という ことがあ るが、 今 はそう いう 痩我墁 はなくな つ 



なる もの を 材料と して 取扱う から、 感激 的で ある けれ 

ぼ つ ， .1 うしよ う 

ども、 その 材料が 読む 者 聞く 者に は 全く、 没交渉で 印 

象に ョソ ョソ しい 所が ある、 これに 引き換えて ナチ ュ 

ラ リズム は、 如何に 汚い 下らない もので も、 自分と い 

う ものが その 鏡に 写って 何だか 親しく しみじみと 感得 

せしめる。 能く 能く 考えて 見る と 人と いう もの は、 平 

時に おいて は 軽微の 程度に おける 口 ー マン チシ ズムの 

主張者で、 或 者 を 批評したり 要求す るに 自己の 力 以上 

の もの を 以てして いる。 

一体 人間の 心 は 自分 以上の もの を、 渴仰 する 根本的 

の 要求 を 持って いる、 今日よ リは 明日に 一部の 望み を 



自己 解剖、 自己批判、 の 傾向が 段々 と 人心の 間に 広ま 

りつつ あり、 精神が 極めて 平民 的に、 換言すれば 平凡 

的に なって 来たので あります。 人間の 人間ら しい 所の 

写実 をす るの が 自然主義の 特徴で、 口 ー マン 主義の 人 

間 以上 自己 以上、 殆んど 望んで 得べ からざる ほどの 人 

物理 想 を 描いた のに 対して 極めて 通常の もの を その ま 

ま、 そのまま という 所に 重き を 置いて 世態 を ありの ま 

ひょう：：' 

まに 欠点 も、 弱点 も、 表裏と もに、 一元に あらぬ 二 元 

以上に わたって 実際 を 描き出す のであります。 従って 

力 ー ライル の 英雄崇拝 的 傾向の 欲求が 永久に 存在す る 

事 は 前述の通り であるが 今 はこれ に 多少の 変化 を 来た 



お よ 

全く 以前の 口 ー マン 主義と は 別物で ある。 凡そ 歴史 は 

繰 返す ものな リ という けれども、 歴史 は 決して 繰 返さ 

ぬので ある、 繰 返す というの は 間違で ある。 如何なる 

場合に も 後戻り をす る ことなく 前へ 前へ と 走って いる _ 

教育 及び 文芸 とても、 自然主義に 弊害が あるから と 

て、 昔に は 戻らぬ。 もし 戻っても それ は 全く 新なる 形 

せんぱく せきじ 

式 内容 を 有する もので、 浅薄なる 観察者に は 昔時に 戻 

リ たる 感じ を 起させる けれども、 実はそう ではない の 

であります。 しこうして 自然主義に 反動した ものと す 

るなら ば、 新 口 — マン 主義 ともいうべ きもの は、 自然 

主義 対 口 ー マン 主義の 最後に 生ずる はずで ある。 新 



口 ー マン 主義と いうと も 決して、 昔の 口 ー マン 主義に 

返った ので はない、 全く 別物な のであります。 

即ち 新 口 ー マン 主義 は、 昔時の 口 ー マン 主義の よう 

に 空想に 近 い 理想 を 立 てずに、 程度の 低い 実際に 近い 

達成し 得らる る 目的 を 立てて、 やって 行く ので ある。 

社会 は 常に、 二 元で ある。 口 ー マン 主義の 調和 は 時と 

ちょうか い 

場所に 依り、 その 要求に 応じて 二者が 適宜に 調諧 して、 

甲の 場合に は 自然主義 六 分 口 ー マン 主義 四 分と いうよ 

ともの 

うに 時代 及び 場所の 要求に 伴うて、 両者の 完全なる 

調和 を 保つ 所に、 新 口 — マン 主義 を 認める。 将来 はこ 

うなる 事で あろうと ES う。 



マン 主義で 大学な どに 至って は、 ナチュラル 主義の も 

のとなる。 この 二者 は 密接なる 関係 を 有して、 二つで 

ある けれども つまり は 一 つに 重なる ものと 見て よろし 

いのであります。 故に 前 申した 通り 文学と 教育と は 決 

して 離れない ものである のであります。 (文責 記者に 

あり) 

—— 明治 四 四、 七、 一 『信 濃 教育』 —— 
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